
 

 

 

 

           

       以下の書類を利用者の住所地の市町窓口まで持参してください。 

住所地特例者は被保険者証記載の市町（公印横に記載）まで持参してください。 

サービス利用開始から受付し、未来日での受付は出来ません。 

    

□  居宅（介護予防）サービス計画作成（変更）依頼届出書 

□  被保険者証または資格者証（原本） 

  ▶ 届出した事業者を印字したものと差し替え 

  ▶ 更新手続き時のみ資格者証で受付、 

「３届出時期に関する注意事項」も参照 

▶ 死亡、転出後の届出時は不要 

□  顛末書 

  ▶ 届出がサービス開始日及び要介護認定日から１か月以上 

経過した場合必要（様式任意、１か月以上経過した理由と 

再発防止策を記載したもの） 

 

 

           

サービス開始日または要介護認定日から１か月以内 

        ※いずれからも１か月以上経過した場合は、 

顛末書を付けて届出してください。 

 

                       

 

 

 

◆ 届出後に、一度でも契約を解除して再度契約した場合 

◆ 介護度が要支援に下がった後要介護に戻った場合（逆の場合も同様） 

◆ 施設入所後、退所して再度利用することになった場合  

 

７．「居宅（介護予防）サービス計画作成（変更） 

依頼届出書」作成の留意点 

届出方法

届出期限

届出時期に関する注意事項

☑必要書類 

 ◎一度届出をした後に、同じ事業者が再度届出する必要がある場合 
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 裏面に理由書が必要になります。依頼年月日と裏面の開始日が同じにな 

るようにしてください。なお、依頼年月日が休祝日の場合は、その次に 

到来する開庁日に届出すれば理由書は不要となります。 

 

＜表面＞「サービス計画作成等の依頼年月日（変更の場合は変更日）」 

    

 

＜裏面＞「利用者の認定通知収受日」 

    
 

 

 

     届出がサービス利用開始日及び要介護認定日から１か月以上経過した 

場合に、届出と一緒に提出してください。様式は任意ですが、１か月以上 

経過した理由及び再発防止策を記載してください。 

 

  

サービス利用開始日 裏面の必要性 

１月１日 

１／４（最初の開庁日）に届出⇒不要 

１／５以降に届出⇒必要 

申請日及び認定日 届出日及びサービス利用開始日 

４／１認定申請、６／５認定 

６／５に４／１開始の届出⇒不要 

７／５に４／１開始の届出⇒必要 

 ◎遡って届出を提出する場合 

 ◎顛末書が必要な場合 
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下記の表の通りに届出してください。 

 

下記の表の通りに届出してください。届出時には認定結果通知書等を持参 

してください。被保険者証は不要ですが、発行もされません。 

サービス利用開始日 提出可否 

認定申請日より前 提出可能 

認定申請日より後または同日 提出不可（認定後遡って届出） 

認定結果 提出可否 

出る 提出可能（認定後遡って届出） 

出ない 提出不可 

 ◎要介護認定の申請中に利用者が死亡または転出した場合

 ◎要介護認定の区分変更・要支援者新規申請中に届出をする場合

届出の時点で、要介護度が確定している期間内の届出ならば提出可能です。 

例えば３／３１まで認定のある利用者の介護度の更新申請を行う際に、 

３／３１をサービス利用開始日として届出することは、介護度が未定となるのが 

４／１以降のため可能です。４／１以降が開始日の場合、介護度が確定していない

ので、認定結果が出るまでは届出できません。 

ポイント 
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届出人の署名については、サービス利用開始時の、被保険者本人氏名を記載 

してもらってください。届出時点で死亡している場合でも同様です。 

署名欄の下部にある同意欄に情報提供に関する同意についても、署名と同様 

に記載してもらってください。記載のないものについては、同意が得られなかった 

とみなし、情報提供は行いませんので注意してください。 

 

 

 

 

     「居宅（介護予防）サービス計画作成（変更）依頼届出書」を提出する前に、 

やむを得ずサービスの利用を開始した理由を記載します。アセスメントによる 

利用者の身体的な状況や、周囲の見守りの状況を記載してください。 

    

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     認定結果待ち等、「居宅（介護予防）サービス計画作成（変更）依頼届出書」 

の提出が遅れた理由を記載してください。上記の「開始理由」欄と混同しない 

ように注意してください。 

書類作成の注意ポイント 

 ◎表面 

 
◎裏面・サービス計画作成依頼届出書の提出前に介護サービスの 

利用を開始した理由欄 

 ◎裏面・サービス開始日を遡る理由等 

・「元々サービスを利用していたため」 

・「本人または家族の希望があったため」 

・「遡って転入したため」       

不適当な例 
ケアマネジャーが 

サービス利用を必要と 

判断した理由が不明 

 
 

例 
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居宅サービス ◆ 居宅療養管理指導及び特定施設入居者生活介護以外

介護予防サービス 
◆ 介護予防居宅療養管理指導及び介護予防

特定施設入居者生活介護以外 

地域密着型サービス 

◆ 夜間対応型訪問介護

◆ 認知症対応型通所介護

◆ 地域密着型通所介護

◆ 認知症対応型共同生活介護（短期利用型）

◆ 地域密着型特定施設入居者生活介護（短期利用型）

◆ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護

 

（看護）小規模多機能型居宅介護事業者の方へ 

小規模多機能型居宅介護及び看護小規模多機能型居宅介護を利用する場合、

利用前に以下の項目のサービスの利用があったかを、表面の居宅サービス等の

利用の回答欄に必ず回答してください。 

利用期間中に要介護認定区分について、要支援・要介護間の変更が発生した

場合は、同一の事業所を引き続き利用する場合も再度届出書を提出する必要が

あります。 

◎対象となるサービス

52



 

 

 

 

 

 
 

    

 

他の助けや支配無しに自分一人の力だけで物事を行うことになります。 

つまり、住宅改修をすることで“自分”で“何か”ができるようにできるよう 

になるということとなるので、介護者自身の介護負担を減らすことのみを目的と 

したものは「住宅改修」ではありません。 

 介護者の負担軽減で住宅改修の対象となるのは、今まで介助していた行為が住 

宅改修することによって介助から介護者の見守りに変わることで負担が軽減され 

る場合です。 

 

 

 

賃貸住宅等に居住し、住宅改修について制約を受ける高齢者との均衡を考慮し、 

手すりの取付け、床段差の解消等の比較的小規模のものが認められています。 

住宅改修はリフォームではなく、家屋の床面積が増えるなど、利用者の資産形 

成となるようなものは「小規模」とは言えません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．居宅介護住宅改修費及び介護予防住宅改修費の支給 

 「自立」とは 

 「小規模」とは 

利用者が自宅での生活を「自立」して不自由なく営むために、「小規模」な住宅

改修を行った場合、改修費を支給する制度を「住宅改修」と言います。 

利用者とケアマネジャー、工事業者の三者で検討した結果、改修が必要である

と判断される場合は、最初に工事内容を事前に申請する「事前協議書」の提出が

必要となります。支給対象となるという協議結果を受けてから工事を行い、「支給

申請書」の提出後、申請内容が認められてから改修費が支給されます。 
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       以下の書類を利用者の住所地の市町窓口まで持参してください。 

    

□  住宅改修費事前協議書 

□  住宅改修が必要な理由書 

  ▶ ケアマネジャーまたは包括支援センターが作成したもの。 

▶ 福祉住環境コーディネーターが作成したものは不可。 

□  改修前後の分かる改修計画図面 

□  工事費の見積書 

□  改修前の改修箇所の写真 

  ▶ 撮影年月日の入ったもの。日付はカメラの日付機能、もしくは 

黒板等に日付を記載して撮影した写真が必要。後から加工して 

日付を入れたものは不可。 

□  住宅の所有者の承諾書 

  ▶ 所有者が同一世帯の親族以外の家屋を改修する場合に必要。 

 

   不備がなければ、事前協議書の届出日から２週間以内に協議結果が送付されます。 

    

□  住宅改修費支給申請書 

□  住宅改修に要した費用の領収書 

  ▶ 利用者の自己負担分が確認できるもの。「償還払い」（利用者が 

一旦改修費を全額支払い、支給を受ける方法）の場合は全額、 

「受領委任払い」（登録のある工事業者に限る。改修費を利用者 

が１～３割の自己負担分のみ支払い、保険分を業者に支給する 

方法）の場合は自己負担分の金額となります。 

  ▶ 他の工事を同時に行った場合、内訳書等で領収書の内訳が分かれ 

   ば受付可能。 

□  工事費内訳書 

□  改修後の改修箇所の写真 

  ▶ 撮影年月日の入ったもの。日付はカメラの日付機能、もしくは 

黒板等に日付を記載して撮影した写真が必要。後から加工して 

日付を入れたものは不可。 

 

   不備がなければ、支給申請書の届出のあった月の翌月末に支給されます。 

届出方法

☑事前協議書（改修前） 

☑支給申請書（改修後） 
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支給対象となるのは、以下の工事内容になります。これ以外の工事は対象になり 

ません。また、「⑥その他改修に付帯して必要となる住宅改修」は、上記①～⑤の工 

事に付帯した工事ですので、⑥のみでの事前協議書の受付は出来ないことに留意して 

ください。 

     

 
住宅改修費種別 工事内容 

①手すりの取付け 

転倒防止を目的として、移動または移乗に

資するものであること。動線上の移動、立ち

上がりや起き上がりを補助する目的である

こととなるため、姿勢保持や転落防止などを

目的としたものは対象外となる。 

②段差の解消 

上がりかまちや掃き出し窓等の段差にビス

等で固定するステップ台や、かさ上げによっ

て、出入りする両側の段差が解消されるも

の。（片側しか解消されない場合は、理由が必

要）エプロン等の高さの変更し、浴槽を跨ぎ

やすくする浴槽の取替えも対象となる。動線

の新設や床面の延長になるもの、転落防止を

目的としたものは対象外となる。 

③滑りの防止及び移動の円滑化等

のための床又は通路面の材料変更 

「滑り防止または移動の円滑化」を目的と

した畳からフローリング、砂利道の舗装とい

ったもの。科学的又は物理的な理由により劣

化した床材の変更は対象外となる。本来滑り

にくい素材であるはずの床材からの変更は

理由が必要となる。 

④引き戸等の扉の取替え 

開き戸を引き戸への変更、扉の撤去、吊元の

変更、重い扉から軽いものへの交換（戸車の

新規取付も含む）ドアノブのレバーハンドル

への変更も対象となる。 

⑤洋式便器等への便器の取替え 

和式から洋式への取替え。水洗化工事は支

給対象外となる。洋式から洋式への変更は理

由が必要となる。 

⑥その他改修に付帯して必要とな

る住宅改修 
上記①～⑤の工事に付帯した工事。 

対象となる工事
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る
よ

う
に

す
る

■
転

倒
等

の
防

止
、
安

全
の

確
保

■
動

作
の

容
易

性
の

確
保

■
利

用
者

の
精

神
的

負
担

や
不

安
の

軽
減

□
介

護
者

の
負

担
の

軽
減

□
そ

の
他

（
　
）

手
す

り
を

取
り

付
け

る
こ

と
で

安
全

に
階

段
を

昇
降

で
き

る
。

■
手

す
り

の
取

付
け

（
　

浴
室

　
　

　
　

）
（
　

階
段

　
　

　
　

）
（

）
（

）
（

）
□

段
差

の
解

消
（

）
（

）
（

）
■

引
き

戸
等

へ
の

扉
の

取
替

え
（
浴

室
の

扉
を

開
き

戸
か

ら
引

き
戸

）
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
便

器
の

取
替

え
（

）
（

）
□

滑
り

防
止

等
の

た
め

の
床

材
の

変
更

（
）

（
）

□
そ

の
他

（
）

（
）

（
）

④
改

修
項

目
（
改

修
箇

所
）

手
す

り
を

設
置

す
る

こ
と

で
、
安

定
し

て
出

入
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
浴

室
扉

を
開

き
戸

か
ら

折
れ

戸
変

え
る

こ
と

で
安

定
し

て
出

入
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

③
改

修
目

的
・期

待
効

果
を

チ
ェ

ッ
ク

し
た

上
で

改
修

の
方

針
（・

・す
る

こ
と

で
・・

が
改

善
で

き
る

を
）記

入
し

て
下

さ
い

①
改

善
を

し
よ

う
と

し
て

い
る

生
活

動
作

浴
室

入
り

口
に

段
差

が
あ

り
、
手

す
り

が
無

い
為

出
入

り
の

際
に

不
安

定
に

な
る

。

浴
室

の
扉

を
開

け
る

際
、
シ

ャ
ワ

ー
チ

ェ
ア

が
あ

る
た

め
出

入
り

が
狭

く
て

困
っ

て
い

る
。

既
存

手
す

り
が

つ
い

て
い

る
が

、
古

く
な

っ
て

き
た

の
で

が
た

つ
い

て
危

険
な

状
態

で
あ

る
。

□
ト

イ
レ

ま
で

の
移

動
□

ト
イ

レ
出

入
口

の
出

入
り

　
（扉

の
開

閉
を

含
む

）
□

便
器

か
ら

の
立

ち
上

が
り

　
（移

乗
を

含
む

）
□

衣
服

の
脱

着
□

排
泄

時
の

姿
勢

保
持

□
後

始
末

□
そ

の
他

（
　
）

□
浴

室
ま

で
の

移
動

□
衣

服
の

脱
着

■
浴

室
出

入
口

の
出

入
り

（扉
の

開
閉

を
含

む
）

■
浴

室
内

の
移

動
（立

ち
座

り
を

含
む

）
□

洗
い

場
で

の
姿

勢
保

持
（洗

体
・洗

髪
を

含
む

）
□

浴
槽

の
出

入
り

（立
ち

座
り

を
含

む
）

□
浴

槽
内

で
の

姿
勢

保
持

□
そ

の
他

（
　
）

□
出

入
口

ま
で

の
移

動
□

上
が

り
か

ま
ち

の
の

昇
降

□
車

い
す

等
、
装

具
の

脱
着

□
履

物
の

着
脱

□
出

入
口

の
出

入
り

（扉
の

開
閉

を
含

む
）

□
出

入
口

か
ら

敷
地

外
ま

で
の

屋
外

移
動

□
そ

の
他

（
　
）

■
１
～

２
階

の
階

段

・
段

差
が

ど
の

く
ら

い
あ

る
の

か
わ

か
り

ま
せ

ん
。

・
物

理
的

に
「
狭

い
」
こ

と
は

支
給

理
由

と
し

て
認

め
ら

れ
ま

せ
ん

。

・
身

体
的

に
ど

う
困

っ
て

い
る

か
を

記
入

し
ま

す
。

・
「
手

す
り

が
無

い
」
と

い
う

、
手

す
り

の
取

付
け

を
前

提
に

し
た

限
定

的
な

記
述

で
は

現
状

が
把

握
で

き
ま

せ
ん

。

・
既

存
の

手
す

り
が

古
い

、
壊

れ
て

い
る

こ
と

は
支

給
理

由

と
し

て
認

め
ら

れ
ま

せ
ん

。
（
住

宅
の

修
繕

は
不

可
）
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作
成

者
が

介
護

支
援

専
門

員
で

な
い

と
き

１
・２

・３
・４

・５
・申

請
中

氏
名

住
宅

改
修

が
必

要
な

理
由

書

＜
基

本
情

報
＞

利 用 者

被
保

険
者

番
号

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

年
齢

８
6

歳
生

年
月

日

1
・2

作
成

日
令

和
4

年
9

月
2

6
日

所
属

事
業

所
広

域
居

宅

被
保

険
者

氏
名

広
域

　
太

郎
要

介
護

度
（
該

当
に

〇
）

要
支

援
要

介
護

資 格

明
治

大
正

　
1
1
年

1
0

月
１
日

昭
和

性 別
■

男
□

女

製 作 者

現
地

確
認

日
令

和
4

年
9

月
2

2
日

広
域

　
次

郎

住
所

東
海

市
荒

尾
町

西
廻

間
２

番
地

の
１

連
絡

先
0

5
2

-6
8

9
-2

2
6

3

福
祉

用
具

の
利

用
状

況
と

住
宅

改
修

後
の

想
定

改
修

前
改

修
後

令
和

４
年

８
月

２
０

日
、
自

宅
の

階
段

で
２

段
足

を
踏

み
外

し
、
尻

も
ち

を
つ

い
た

た
め

腰
部

圧
迫

骨
折

し
９

月
２

０
日

ま
で

入
院

し
て

い
た

。
以

前
よ

り
両

膝
変

形
性

膝
関

節
症

で
痛

み
が

強
く

、
歩

行
は

不
安

定
で

あ
っ

た
が

入
院

時
の

安
静

の
た

め
下

肢
筋

力
が

低
下

し
さ

ら
に

不
安

定
と

な
っ

て
い

る
。

室
内

の
平

坦
な

場
所

は
壁

や
家

具
を

伝
っ

て
一

人
で

移
動

で
き

る
が

動
作

は
緩

慢
。
段

差
の

昇
降

に
は

体
重

の
一

部
を

支
え

る
程

度
の

介
助

を
要

す
る

。
屋

外
の

歩
行

は
杖

が
必

要
だ

が
、
退

院
後

は
ま

だ
行

え
て

い
な

い
。
上

司
に

痛
み

は
な

く
、
手

す
り

な
ど

を
握

る
こ

と
が

で
き

る

令
和

　
年

　
月

　
日

評 価 欄

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

介
護

状
況

長
男

夫
婦

と
同

居
。
長

男
夫

婦
は

就
労

の
た

め
日

中
は

独
居

。
排

泄
は

ゆ
っ

く
り

で
あ

れ
ば

で
あ

れ
ば

一
人

で
可

能
。
入

浴
は

浴
室

の
出

入
り

、
浴

槽
の

ま
た

ぎ
に

軽
介

助
を

要
し

長
男

の
妻

が
支

援
し

て
い

る
。

買
い

物
や

家
事

は
長

男
夫

婦
の

支
援

が
あ

る
。

週
１
回

通
所

リ
ハ

ビ
リ

を
利

用
中

。
歩

行
補

助
つ

え
レ

ン
タ

ル
利

用
、
浴

槽
用

手
す

り
、
シ

ャ
ワ

ー
チ

ェ
ア

購
入

済
み

。

住
宅

改
修

に
よ

り
利

用
者

等
は

日
常

生
活

を
ど

う
変

え
た

い
か

現
在

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を

維
持

・
向

上
さ

せ
る

た
め

、
長

男
夫

婦
の

介
助

の
も

と
寝

室
の

あ
る

２
階

へ
の

階
段

昇
降

を
毎

日
行

っ
て

い
る

。
本

人
は

長
男

夫
婦

に
は

今
以

上
の

負
担

を
負

わ
せ

ず
に

、
入

浴
・
睡

眠
等

の
基

本
的

な
活

動
を

自
分

の
力

で
行

っ
て

い
け

る
こ

と
を

望
ん

で
い

る
。
階

段
と

浴
室

の
住

宅
改

修
に

よ
っ

て
日

常
生

活
の

場
を

安
全

に
整

備
す

る
こ

と
で

入
院

前
の

よ
う

に
ひ

と
り

で
で

き
る

こ
と

を
増

や
し

、
長

男
夫

婦
に

は
今

以
上

の
介

護
負

担
を

負
わ

せ
な

い
よ

う
に

し
て

住
み

慣
れ

た
自

宅
で

の
生

活
を

続
け

た
い

。
長

男
夫

婦
と

し
て

も
本

人
の

身
体

状
況

の
維

持
・
向

上
の

た
め

に
も

階
段

と
浴

室
の

改
修

を
希

望
し

て
い

る
。

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
し

て
も

本
人

の
状

況
か

ら
適

切
な

住
宅

改
修

を
行

え
ば

、
本

人
は

住
み

慣
れ

た
自

宅
で

自
立

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
と

判
断

す
る

。

●
車

い
す

●
特

殊
寝

台
●

床
ず

れ
防

止
用

具
●

体
位

変
換

機
●

手
す

り
●

ス
ロ

ー
プ

●
歩

行
器

●
歩

行
補

助
つ

え
●

認
知

症
老

人
徘

徊
感

知
機

器

●
移

動
用

リ
フ

ト
●

腰
掛

便
座

●
特

殊
尿

器
●

入
浴

補
助

用
具

●
簡

易
浴

槽
●

そ
の

他

氏
名

＜
総

合
的

状
況

＞

利
用

者
の

身
体

状
況

保 険 者

確
認 日

・
利

用
者

や
家

族
が

住
宅

改
修

に
よ

っ
て

現
在

の
暮

ら
し

を
ど

の
よ

う
に

変
え

た
い

の
か

、
あ

る
い

は
継

続
し

て
い

き
た

い
の

か
を

記
述

し
ま

す
。

・
こ

れ
ま

で
の

生
活

歴
を

踏
ま

え
、
利

用
者

が
ど

の
よ

う
に

社
会

参
加

を
し

て
い

き
た

い
の

か
を

記
述

し
ま

す
。

・
各

種
介

護
サ

ー
ビ

ス
だ

け
で

な
く

、
家

族
の

介
護

を
含

め
た

介
護

状
況

を
記

述
し

ま
す

。

・屋
内

の
移

動
方

法
を

記
述

し
、
屋

外
工

事
を

す
る

場
合

は
屋

外
で

の
移

動
方

法
も

記
述

し
ま

す
。

・入
院

し
て

い
た

場
合

、
期

間
も

記
述

し
ま

す
。
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住
宅

改
修

が
必

要
な

理
由

書
（P

2
)

＜
P

1
の

「
総

合
的

状
況

」
を

踏
ま

え
て

、
①

改
善

し
よ

う
と

し
て

い
る

生
活

動
作

②
具

体
的

な
困

難
な

状
況

③
改

修
目

的
と

改
修

の
方

針
④

改
修

項
目

を
具

体
的

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
＞

活 動
①

改
善

を
し

よ
う

と
し

て
い

る
生

活
動

作
②

①
の

具
体

的
な

困
難

な
状

況
（
・
・
な

の
で

・
・
で

困
っ

て
い

る
）
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

④
改

修
項

目
（改

修
箇

所
）

③
改

修
目

的
・期

待
効

果
を

チ
ェ

ッ
ク

し
た

上
で

改
修

の
方

針
（・

・す
る

こ
と

で
・・

が
改

善
で

き
る

を
）記

入
し

て
下

さ
い

■
手

す
り

の
取

付
け

（浴
室

入
り

口
脱

衣
所

側
縦

手
す

り
）

（浴
室

は
入

り
口

内
側

縦
手

す
り

　
）

（１
～

２
階

の
階

段
壁

側
横

手
す

り
）

（
）

（
）

□
段

差
の

解
消

（
）

（
）

（
）

■
引

き
戸

等
へ

の
扉

の
取

替
え

（浴
室

の
扉

を
開

き
戸

か
ら

引
き

戸
）

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

便
器

の
取

替
え

（
）

（
）

□
滑

り
防

止
等

の
た

め
の

床
材

の
変

更
（

）
（

）
□

そ
の

他
（

）
（

）
（

）

入 浴

□
浴

室
ま

で
の

移
動

□
衣

服
の

脱
着

■
浴

室
出

入
口

の
出

入
り

（
扉

の
開

閉
を

含
む

）
■

浴
室

内
の

移
動

（
立

ち
座

り
を

含
む

）
□

洗
い

場
で

の
姿

勢
保

持
（
洗

体
・
洗

髪
を

含
む

）
□

浴
槽

の
出

入
り

（
立

ち
座

り
を

含
む

）
□

浴
槽

内
で

の
姿

勢
保

持
□

そ
の

他
（

　
）

浴
槽

の
入

り
口

ま
で

の
移

動
は

伝
い

歩
き

に
て

１
人

で
で

き
る

。
浴

室
入

り
口

に
１
２

㎝
の

段
差

が
あ

る
が

し
っ

か
り

つ
か

ま
る

と
こ

ろ
が

無
い

為
、
1

人
で

は
昇

降
が

で
き

ず
困

っ
て

い
る

。

浴
室

の
ド

ア
が

重
い

開
き

戸
で

開
閉

の
際

に
扉

の
動

き
に

つ
ら

れ
て

倒
れ

そ
う

に
な

る
た

め
困

っ
て

い
る

。
今

は
長

男
の

妻
が

都
度

開
閉

を
行

っ
て

い
る

。

排 泄

□
ト

イ
レ

ま
で

の
移

動
□

ト
イ

レ
出

入
口

の
出

入
り

　
（
扉

の
開

閉
を

含
む

）
□

便
器

か
ら

の
立

ち
上

が
り

　
（
移

乗
を

含
む

）
□

衣
服

の
脱

着
□

排
泄

時
の

姿
勢

保
持

□
後

始
末

□
そ

の
他

（
　
）

外 出

□
出

入
口

ま
で

の
移

動
□

上
が

り
か

ま
ち

の
の

昇
降

□
車

い
す

等
、
装

具
の

脱
着

□
履

物
の

着
脱

□
出

入
口

の
出

入
り

（
扉

の
開

閉
を

含
む

）
□

出
入

口
か

ら
敷

地
外

ま
で

の
屋

外
移

動
□

そ
の

他
（

　
）

そ の 他 の 活 動

■
１
～

２
階

の
階

段
膝

や
腰

の
痛

み
が

一
番

出
現

し
や

す
い

階
段

の
既

存
手

す
り

は
、
亡

き
夫

の
体

格
に

合
わ

せ
て

取
り

付
け

た
も

の
で

あ
り

、
本

人
に

と
っ

て
１
０

ｃ
ｍ

程
位

置
が

高
く

し
っ

か
り

と
力

を
か

け
る

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、
1

人
で

の
昇

降
を

安
全

に
行

う
こ

と
が

で
き

ず
に

困
っ

て
い

る
。

□
で

き
な

か
っ

た
こ

と
を

で
き

る
よ

う
に

す
る

■
転

倒
等

の
防

止
、
安

全
の

確
保

■
動

作
の

容
易

性
の

確
保

■
利

用
者

の
精

神
的

負
担

や
不

安
の

軽
減

■
介

護
者

の
負

担
の

軽
減

□
そ

の
他

（
　
）

自
分

の
体

格
に

合
わ

せ
適

切
な

位
置

に
連

続
し

て
つ

か
ま

れ
る

所
を

整
備

す
る

こ
と

で
膝

や
腰

へ
の

過
度

な
負

担
が

軽
減

さ
れ

、
1
人

で
安

全
に

階
段

昇
降

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

□
で

き
な

か
っ

た
こ

と
を

で
き

る
よ

う
に

す
る

□
転

倒
等

の
防

止
、
安

全
の

確
保

□
動

作
の

容
易

性
の

確
保

□
利

用
者

の
精

神
的

負
担

や
不

安
の

軽
減

□
介

護
者

の
負

担
の

軽
減

□
そ

の
他

（
　
）

□
で

き
な

か
っ

た
こ

と
を

で
き

る
よ

う
に

す
る

■
転

倒
等

の
防

止
、
安

全
の

確
保

■
動

作
の

容
易

性
の

確
保

■
利

用
者

の
精

神
的

負
担

や
不

安
の

軽
減

■
介

護
者

の
負

担
の

軽
減

□
そ

の
他

（
　
）

□
で

き
な

か
っ

た
こ

と
を

で
き

る
よ

う
に

す
る

□
転

倒
等

の
防

止
、
安

全
の

確
保

□
動

作
の

容
易

性
の

確
保

□
利

用
者

の
精

神
的

負
担

や
不

安
の

軽
減

□
介

護
者

の
負

担
の

軽
減

□
そ

の
他

（
  

  
  

  
 　

　
　
　
）

浴
室

入
り

口
の

内
側

と
外

側
に

し
っ

か
り

つ
か

ま
れ

る
手

す
り

を
設

置
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、
出

入
り

が
1
人

で
安

全
・
容

易
に

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

浴
室

の
扉

を
引

き
戸

に
変

え
る

こ
と

で
、
開

閉
時

に
ふ

ら
つ

か
ず

、
1
人

で
安

全
・
容

易
に

出
入

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

・既
存

の
手

す
り

が
あ

る
場

合
、
な

ぜ
新

た
に

設
置

す
る

必
要

が
あ

る
の

か
本

人
の

身
体

状
況

を
踏

ま
え

て
記

述
し

ま
す

。

・「
本

当
は

・・
・し

た
い

の
だ

が
、
実

際
に

は
・・

・し
か

で
き

な
い

の
で

・・
・に

つ
い

て
困

っ

て
い

る
」と

い
う

よ
う

に
具

体
的

に
記

述
し

ま
す

。

・動
作

（立
ち

上
が

る
、
歩

く
、
ま

た
ぐ

、
階

段
昇

降
、
扉

を
開

閉
す

る
な

ど
）が

ど
の

よ
う

に
困

難
な

の
か

具
体

的
に

記
述

し
ま

す
。

・段
差

に
つ

い
て

は
具

体
的

な
数

値
を

記
述

し
ま

す
。
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